
 
 
 
 

 

 

「正解」ではなく、「よりよく生きる」を考える           校長 津田 美知子                             

 

先日の授業参観では、多くの皆様の御参観をいただき、

ありがとうございました。東小ではグランドデザインの通

り、豊かな心を育むために「考え、議論する道徳の推進」

を大切にしています。そこで、２学期または３学期のどち

らかの授業参観で道徳の授業を公開し、こどもたちの様子

を見ていただくことにしました。（今回は、２．３．４．

６年生） 

こどもたちは資料をもとに、自分なりの考えをもち、友

達と交流しながら考えを深めていました。興味深かったのは、同じ問いであっても学年によ

って考え方に違いが見られたことです。「幸せ」について、４年生では、自分の好きなことが

できること、家族や友達との関わりなど、身近な生活の中に幸せを見いだす意見が多く聞か

れました。一方、６年生では、自由なことをすることだけでなく、周りの人、特に家族との関

わりや愛情を持ってお互いを大切にし合う想いをもつこと、誰かのために行動することなど、

より広い視野から幸せについて考える姿が見られました。 

価値観は、人それぞれ異なります。それは学年による違いだけでなく、こどもと大人でも

異なりますし、同じ家族の中であっても違いがあるものです。しかし、そうした違いがある

からこそ、多様な考え方に触れ、自分の考えを見つめ直すことができます。 

 

ご家庭でも、「大切にしたいことは何だろう」「そうは

言っても、難しいこともあるよね。」などと、よりよい生

き方について、人間の心の弱さも踏まえながら、お子さま

と一緒に考えてみてはいかがでしょうか。大人の考えを伝

えるだけでなく、こどもの考えに耳を傾けることで、お互

いの新たな気付きにつながるかもしれません。 

学校でも家庭でも、一人一人の考えの違いを認め合いな

がら、よりよく生きようとする心や、他者を思いやる心を育んでいきます。そして、こども

たちが多様な価値観に触れながら、より豊かな道徳性を身に付けていけるよう、これからも

取り組んでまいります。 
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「富士山を詠む俳句コンクール」出品作品（抜粋） 

○やまのひにあおがいっぱいあふれるね 1 年塚本寛隆 

○あさおきてふじ山おはよういってきます   2 年坪内明日葉     

○夏休み初日カゼひき富士と泣く    3 年田中護 

○夏の夜ならんで光る富士山座     4 年藤原幸之輔 

○富士山の夜の光はホタルかな     4 年大石大生 

○ひまわりと背のたけ比べ富士山も   5 年大箸美結 

○田貫湖にうつる夏富士水遊び     5 年外間琉心 

○雪どけや春を知らせる富士の山    5 年福島大騎 

○スイカ食べ富士に乗せよう種とばし  5 年佐野晴菜 

○背伸びしてつみ取るみかん富士の色  6 年小島悠翔 

 

１０月１０日は、開校記念日(開校は 10 月 1 日) 
昭和２年(1927 年)、大宮尋常小学校か

ら分かれ、「大宮東尋常小学校」が開校し
ました。その後、「東国民学校（昭和 16 年）
を経て現在の「富士宮市立東小学校（昭和
22 年）」となりました。 
 木造校舎から鉄筋コンクリート校舎へ
数回の建替、プールの設置、ビオトープづ
くりなどのハード面と、健康教育の推進、
国語教育の充実、ICT の活用などのソフト
面の教育環境の整備を経て、いよいよ１年
後は創立 100 周年です。 



 
  
新校舎を覆っていた幕が取り外され、ついにその外観が見え

るようになりました。9 月 24 日(木)、幕が外れてから初めて登
校したこどもたちからは、「すごい！」「入るのが楽しみ！」
「ホテルみたい！」「すごくスタイリッシュ！」など、驚きと喜
びの声が次々と聞かれました。毎日少しずつ完成に近づいてい
く新校舎。こどもたちの期待も、ますます高まっています。新
しい校舎で学校生活を送る日が、今から楽しみです。 
 
 
 

 
6 年生は、修学旅行に向けた準備を進めています。廊下に

は、みんなで考えた修学旅行のスローガンを掲示し、旅行へ
の期待も日に日に高まっています。また、目的地である東京
方面について調べたり、見学先について学んだりしながら、
当日に向けて準備を進めています。修学旅行は、教室を離れ、
実際に見て、聞いて、感じながら学ぶ貴重な機会です。友達
と協力し、互いのよさを感じながら、思い出に残る修学旅行
にしてほしいと願ってます。 

 
 
 
夏休みにこどもたちが取り組んだ自由研究の作

品を、図書館前の廊下に展示しました。「なぜだろ
う」「調べてみたい」という疑問から始まった研究
や、自分の興味・関心を生かした作品など、一人一
人の工夫が感じられる力作が並びました。友達の作
品を見ることも、新しい発見や次の「やってみたい」
につながるよい機会となりました。 

 
 

 
9 月 18 日(金)、委員の皆様に、学校やこどもたちの様子につい

てお伝えするとともに、よりよい学校づくりに向けて、さまざまな
視点から御意見をいただきました。 
学校運営協議会でいただいた御意見を、今後の教育活動や学校運

営に生かしながら、家庭・地域とともにこどもたちを育てる学校づ
くりを進めていきます。 

 
 
 
本校では、こどもたちの交通安全意識を高めるため、日常的に安全指導を行っています。 
 
 
 
 
上記のことを、お子様へ声掛けをお願いいたします。特に、車が渋滞している場所や駐停車

している車の間から道路を横断することは大変危険です。横断する際は、見えている車だけ
でなく、反対側から来る車や二輪車などにも十分注意し、安全を確認してから行動するよう
指導をお願いいたします。 
こどもたちの大切な命を守るため、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

新校舎 その姿がお目見え！ 

羽ばたけ僕らの修学旅行 10 月 8 日(木)～9 日(金) 

～仲間とともに学び合い、笑顔あふれる思い出をつくろう～ 

力作が並びました！ ～夏休み自由研究作品展～  

富士宮ＬＣ奨励賞入賞 

4 年 鈴木慶 

 

 
第 3 回学校運営協議会開催 

交通事故を防ぎましょう 

・飛び出しをしないこと 
・車の陰から急に道路へ出ないこと 
・道路を横断する際は左右を十分確認すること 


